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（1）　土地課税の経済効果

1
　
は
じ
め
に

　
本
稿
に
お
い
て
検
討
す
る
の
は
、
土
地
課
税
が
土
地
利
用
の
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
1
〕

間
的
配
分
に
い
か
な
る
影
響
を
及
ぽ
す
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。

と
り
わ
け
、
地
価
上
昇
期
待
か
ら
空
地
と
し
て
保
有
さ
れ
る
土
地

が
課
税
に
よ
っ
て
い
か
に
変
化
す
る
か
に
、
検
討
の
重
点
が
お
か

れ
る
。

　
右
記
の
問
題
に
つ
い
て
通
常
主
張
さ
れ
る
こ
と
が
ら
は
、
経
済

理
論
的
に
は
正
当
化
し
難
い
論
拠
に
基
づ
い
て
い
る
こ
と
が
多
い
。

　
例
え
ぱ
、
固
定
資
産
税
を
強
化
す
る
と
、
税
支
払
い
資
金
を
調

達
す
る
必
要
か
ら
、
空
地
保
有
が
困
難
と
な
っ
て
土
地
利
用
が
高

度
化
す
る
と
い
わ
れ
る
。
し
か
し
、
土
地
利
用
の
高
度
化
に
よ
り

収
益
が
増
大
す
る
の
で
あ
れ
ぱ
、
固
定
資
産
税
強
化
以
前
に
お
い

て
も
、
そ
う
し
た
利
用
が
な
さ
れ
て
い
た
は
ず
で
あ
り
、
強
化
以

前
に
空
地
で
保
有
さ
れ
て
い
た
と
す
れ
ぱ
、
最
適
化
行
動
が
と
ら

れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
に
な
っ
て
不
合
理
で
あ
る
。

　
ま
た
、
譲
渡
益
課
税
を
強
化
す
る
と
、
資
産
と
し
て
の
土
地
の

収
益
性
が
他
賃
産
に
比
べ
て
低
下
す
る
か
ら
、
空
地
保
有
が
減
少

す
る
と
い
わ
れ
る
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
課
税
後
の
新
し
い
均
衡

へ
の
到
達
過
程
で
こ
う
し
た
こ
と
が
生
ず
る
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。

し
か
し
、
通
常
の
議
論
は
、
課
税
に
よ
っ
て
地
価
上
昇
率
が
変
化

し
な
い
こ
と
を
前
提
と
し
、
右
の
こ
と
を
均
衡
に
お
い
て
成
立
す

る
命
題
と
し
て
主
張
し
て
い
る
。
し
か
し
、
仮
に
土
地
と
他
の
資

産
と
が
完
全
に
代
替
的
で
あ
れ
ぱ
、
税
引
後
の
純
収
益
卒
が
均
等

化
す
る
よ
う
に
裁
定
が
行
な
わ
れ
る
た
め
、
市
場
地
価
の
上
昇
率

は
、
課
税
に
よ
っ
て
上
昇
し
、
新
し
い
均
衡
に
お
い
て
は
、
土
地
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一橋論叢 第八十八巻 第三号　（2）

と
他
資
産
の
収
益
性
は
再
び
等
し
く
な
る
の
で
あ
る
。

　
以
上
の
こ
と
は
、
こ
の
問
題
の
分
析
に
は
、
地
価
決
定
の
明
示

的
な
モ
デ
ル
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う

な
モ
デ
ル
は
、
わ
が
国
に
お
い
て
も
、
い
く
つ
か
提
示
さ
れ
て

き
た
。
例
え
ぱ
、
小
宮
・
村
上
（
岩
s
）
、
小
宮
（
6
ご
）
、
岩
田

（
畠
ミ
）
な
ど
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
し
か
し
、
こ
れ
ら

に
共
通
す
る
問
題
点
は
、
将
来
地
価
（
の
期
待
値
）
の
決
定
メ
カ

ニ
ズ
ム
が
モ
デ
ル
内
で
扱
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
、

岩
田
（
岩
ミ
）
に
お
い
て
は
、
期
待
地
価
上
昇
率
は
課
税
に
拘
ら

ず
一
定
と
さ
れ
て
い
る
が
、
前
記
の
よ
う
に
、
こ
の
仮
定
は
一
般

に
は
正
当
化
で
き
な
い
。

　
課
税
に
よ
る
将
来
地
価
の
変
化
を
明
示
的
に
扱
っ
た
モ
デ
ル
と

し
て
は
、
ω
一
8
冒
轟
（
H
ξ
o
o
）
や
｝
雪
ま
鼻
（
岩
6
）
が
あ
げ
ら

れ
る
。
こ
れ
は
、
都
市
的
利
用
地
（
後
述
の
「
宅
地
」
）
・
の
価
格

が
収
益
の
現
在
価
値
と
し
て
与
え
ら
れ
る
と
し
、
か
つ
収
益
は
外

生
的
に
所
与
と
し
た
モ
デ
ル
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
モ
デ

ル
で
は
、
税
引
前
土
地
価
格
が
外
生
的
に
所
与
と
し
て
与
え
ら
れ

て
い
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
一
般
に
は
、
地
価
は
需
給
関
係

に
よ
り
定
ま
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
モ
デ
ル
の
内
生
変
数
と
し
て

扱
わ
れ
る
べ
き
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
以
下
、
本
稿
に
お
い
て
は
、
需
給
均
衡
式
に
よ
り
地
価
が
内
生

変
数
と
し
て
決
定
さ
れ
る
モ
デ
ル
を
提
示
し
、
こ
れ
を
用
い
て
、

土
地
利
用
と
地
価
の
時
間
的
変
化
、
課
税
の
影
響
、
開
発
利
益
吸

収
の
可
能
性
な
ど
に
つ
い
て
分
析
を
行
な
う
こ
と
と
す
る
。

2
　
土
地
利
用
の
時
間
配
分
モ
デ
ル

　
土
地
利
用
の
時
間
的
配
分
に
関
し
て
重
要
な
の
は
、
一
般
に
土

地
利
用
の
転
換
費
用
は
高
い
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、

撃
o
昌
鶉
（
岩
富
）
が
正
し
く
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
仮
に
利

用
転
換
費
用
が
十
分
に
低
け
れ
ば
、
土
地
は
各
時
点
ご
と
に
最
適

な
用
途
に
用
い
ら
れ
て
い
る
は
ず
で
あ
り
、
わ
れ
わ
れ
が
冒
頭
で

問
題
と
し
た
よ
う
な
空
地
保
有
（
あ
る
い
は
低
度
利
用
の
土
地
保

有
）
と
い
う
現
象
は
生
じ
え
な
い
か
ら
で
あ
る
。
本
論
文
に
お
い

て
は
、
間
題
の
単
純
化
の
た
め
、
次
の
よ
う
な
仮
定
を
設
け
る
。

す
な
わ
ち
、
土
地
利
用
の
形
態
と
し
て
、
農
地
と
都
市
的
利
用

（
住
宅
、
土
場
、
公
共
施
設
な
ど
）
地
を
区
別
し
、
後
者
を
「
宅

　
　
　
？
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
与

地
」
と
よ
ぶ
。
そ
し
て
、
農
地
か
ら
宅
地
へ
の
転
用
費
用
は
セ
ロ

で
あ
る
が
、
い
っ
た
ん
何
ら
か
の
用
途
に
宅
地
化
さ
れ
た
土
地
を

他
の
用
途
に
転
換
す
る
費
用
は
無
隈
大
で
あ
る
も
の
と
す
る
。
な

お
、
農
地
に
利
用
し
た
場
合
の
収
益
は
、
十
分
に
低
い
も
の
と
仮
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（3）　土地課税の経済効果

定
す
ゑ

　
以
上
の
想
定
の
下
で
は
、
農
地
を
い
か
な
る
時
点
で
宅
地
化
す

る
か
が
問
題
と
な
る
。
仮
に
将
来
時
点
で
宅
地
化
し
た
方
が
十
分

高
い
収
益
が
期
待
で
き
る
の
で
あ
れ
ぱ
、
現
時
点
で
農
地
を
宅
地

化
せ
ず
、
将
来
ま
で
農
地
と
し
て
留
保
す
る
こ
と
が
有
利
と
な
ろ

う
。
こ
う
し
た
需
要
を
、
以
下
で
は
「
留
保
需
要
」
と
よ
ぷ
こ
と

に
す
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
何
ら
か
の
都
市
的
用
途
の
た
め
に
農

地
を
転
用
す
る
需
要
は
、
「
宅
地
需
要
」
と
よ
ぱ
れ
る
。

　
一
般
に
は
、
農
地
は
多
時
点
を
通
じ
て
徐
々
に
宅
地
化
さ
れ
る
。

し
か
し
、
こ
こ
で
は
、
問
題
を
単
純
化
す
る
た
め
、
宅
地
転
換
時

点
は
、
「
現
在
」
と
「
将
来
」
と
い
う
二
時
点
の
み
し
か
な
い
も

の
と
す
る
（
こ
れ
は
、
転
換
時
点
と
し
て
二
時
点
し
か
区
別
し
な

い
と
い
う
意
味
で
あ
り
、
モ
デ
ル
自
体
は
前
後
に
無
隈
の
時
間
を

想
定
し
て
い
る
）
。
そ
し
て
、
現
時
点
に
お
け
る
宅
地
需
要
と
留

保
需
要
を
ハ
、
H
と
し
、
将
来
時
点
に
お
け
る
宅
地
需
要
を
凪
と

し
よ
う
。
す
る
と
、
各
期
に
お
け
る
需
給
均
衡
式
は
、
z
を
土
地

存
在
量
（
一
定
と
仮
定
す
る
）
と
し
て
、

　
　
（
H
）
　
b
o
＋
曽
“
卜

　
　
（
N
）
b
1
匡

　
＾
3
）

と
な
る
。
上
式
は
（
利
用
決
定
時
点
が
二
時
点
し
か
な
い
と
い
う

制
約
の
下
で
）
十
分
に
一
般
的
な
も
の
で
あ
る
が
、
以
下
で
は
、
分

析
の
便
宜
の
た
め
、
い
く
つ
か
の
単
純
化
を
行
な
う
こ
と
と
す
る
。

　
ま
ず
、
各
期
の
宅
地
需
要
は
独
立
で
あ
り
、
か
つ
そ
の
期
の
農

地
価
格
の
み
の
関
数
で
あ
る
も
の
と
し
、

　
　
（
ω
）
　
b
o
”
b
o
（
害
）

　
　
（
キ
）
　
b
－
1
1
b
ト
（
§
）

と
す
る
。
こ
こ
で
、
灼
と
仰
は
、
そ
れ
ぞ
れ
現
在
と
将
来
時
点
で

の
農
地
の
個
格
（
し
ぱ
し
ぱ
、
単
に
「
地
価
」
と
い
う
）
で
あ
り
、

や
（
・
）
は
減
少
関
数
で
あ
る
。

　
一
般
に
は
、
現
在
と
将
来
の
宅
地
需
要
は
独
立
で
は
な
い
。
例

え
ぱ
、
現
時
点
で
大
量
の
土
地
が
宅
地
化
さ
れ
れ
ぱ
、
将
来
ま
で

持
ち
越
さ
れ
る
宅
地
ス
ト
ヅ
ク
は
増
大
し
て
い
る
か
ら
、
将
来
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
？
〕

点
で
新
た
に
宅
地
化
す
る
土
地
は
少
な
く
て
す
む
で
あ
ろ
う
。
こ

こ
で
は
、
対
象
地
域
が
国
土
全
体
（
あ
る
い
は
、
都
市
地
域
全

体
）
の
、
こ
く
一
部
で
あ
る
も
の
と
し
、
こ
の
よ
う
な
頼
互
依
存
関

係
を
捨
象
し
て
い
る
の
で
あ
る
（
仮
に
当
該
地
域
で
現
時
点
に
大

量
の
宅
地
化
が
な
さ
れ
て
も
、
全
体
の
宅
地
ス
ト
ヅ
ク
に
は
影
響

が
な
い
た
め
、
将
来
時
点
の
全
体
の
宅
地
需
要
は
、
こ
れ
と
は
独

立
に
、
人
口
増
加
率
等
の
要
因
に
よ
り
定
ま
る
。
そ
し
て
、
当
該

地
域
の
土
地
は
他
地
域
の
土
地
と
完
全
に
代
替
的
で
あ
る
た
め
、
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　　一橋論叢　第八十八巻　第三号　（4）

図1均衡点の決定と土地利用便益

0。

カO二∫0（DO〕
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朋

←刀1→1）o

伽

切

当
該
地
域
に
お
け
る
宅
地
需
要
も
全
体
の
宅
地
需
要
に
よ
り
定
ま

る
）
。

　
農
地
を
い
っ
た
ん
何
ら
か
の
都
市
的
用
途
に
宅
地
化
す
る
と
、

以
降
そ
れ
を
変
更
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
仮
定
さ
れ
て
い
る
の

で
、
農
地
を
あ
る
用
途
に
用
い
る
か
否
か
は
、
当
該
用
途
か
ら
得

ら
れ
る
収
益
の
現
在
価
値
と
、
そ
の
時
点
で
の
農
地
の
価
格
と
の

此
較
の
み
に
よ
り
な
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
前
者
が
後
者
を
上
回
れ

ぱ
、
農
地
は
当
該
用
途
の
た
め
に
宅
地
化
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

農
地
価
格
が
低
け
れ
ぱ
、
よ
り
収
益
の
低
い
用
途
に
対
し
て
も
宅

地
化
が
な
さ
れ
る
た
め
、
宅
地
需
要
は
農
地
個
格
の
減
少
関
数
と

な
る
。

　
次
に
、
留
保
需
要
に
つ
い
て
の
定
式
化
を
行
な
お
う
。
農
地
保

有
者
が
農
地
を
保
有
し
続
け
る
か
売
却
し
て
他
資
産
で
運
用
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
5
）

か
は
、
こ
の
両
者
の
収
益
性
に
よ
り
決
定
さ
れ
る
。
い
ま
、
一
単
位

の
農
地
か
ら
得
ら
れ
る
農
業
収
入
を
石
と
す
る
と
、
一
単
位
の
土

地
を
農
地
と
し
て
保
有
し
続
け
た
場
合
の
将
来
時
点
に
お
け
る
資

産
額
は
、
9
・
十
｝
）
に
よ
り
与
え
ら
れ
る
。
他
方
、
現
時
点
で
農
地

を
売
却
し
て
他
資
産
で
運
用
し
た
場
合
の
資
産
額
は
、
（
H
＋
｛
）
§

に
よ
り
与
え
ら
れ
る
。
こ
こ
で
．
丑
は
他
資
産
の
収
益
率
（
市
場
利

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
6
）

子
率
）
で
あ
り
、
外
生
的
に
所
与
と
す
る
。
一
般
に
は
、
将
来
時

点
の
宅
地
需
要
は
確
実
に
は
知
ら
れ
て
い
な
い
か
ら
、
将
来
時
点

の
地
価
抑
も
確
実
に
は
予
測
で
き
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
資
産
と

し
て
の
農
地
は
リ
ス
ク
の
あ
る
資
産
で
あ
り
、
農
地
保
有
者
の
決

定
は
、
リ
ス
ク
を
含
む
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
選
択
と
し
て
定
式
化
さ

れ
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
こ
，
こ
で
は
、
こ
う
し
た
事
惰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
7
）

は
捨
象
し
、
完
全
予
見
の
仮
定
を
採
用
す
る
。
す
る
と
、
モ
デ
ル

は
著
し
＜
単
純
化
す
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
場
合
に
は
、
土
地
と
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（5）土地課税の経済効果

他
資
産
と
は
完
全
に
代
替
的
と
な
る
か
ら
、
次
の
裁
定
条
件
が
成

立
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。

　
　
（
ω
）
　
凄
1
1
（
－
十
｛
）
§
－
｝

　
以
上
に
よ
っ
て
、
モ
デ
ル
が
完
結
し
た
こ
と
に
な
る
。
す
な
わ

ち
、
㈹
、
ω
を
ω
、
②
r
代
入
し
、
㈲
を
用
い
る
と
、

　
　
（
ひ
）
　
b
o
（
誉
）
1
1
ト
ー
b
H
［
（
H
＋
｛
）
さ
－
昌

と
な
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
現
時
点
の
均
衡
地
価
灼
が
決
定
さ
れ
る
。

　
以
下
の
議
論
の
た
め
に
は
、
㈹
式
を
図
ユ
の
よ
う
に
図
示
し
て

図2　将来需要と現在地価の関係

クo
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’
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お
く
と
便
利
で
あ
る
。
ま
ず
、
図
の
左
側
の
原
点
0
か
ら
右
向
き

に
功
を
目
盛
り
、
現
時
点
の
宅
地
需
要
曲
線
を
描
く
。
こ
の
曲
線

を
§
1
1
き
（
b
o
）
と
す
る
（
こ
こ
で
は
五
は
倒
の
逆
関
数
）
。
次
に

原
点
0
か
ら
工
の
距
離
に
い
ま
一
つ
の
原
点
0
’
を
と
り
、
こ
こ
か

ら
左
向
き
に
、
将
来
の
宅
地
需
要
刀
を
現
時
点
の
地
価
灼
の
関
数

セ
し
て
表
わ
し
た
曲
線
を
描
く
。
こ
の
曲
線
を
ざ
1
1
q
（
タ
）
と
す

る
。
均
衡
点
は
、
こ
の
両
曲
線
の
交
点
と
し
て
表
わ
さ
れ
る
。
す

な
わ
ち
、
図
の
刀
が
均
衡
点
で
あ
り
、
均
衡
に
お
け
る
現
時
点
の

地
価
は
、
灼
、
現
時
点
で
宅
地
化
さ
れ
る
土
地
の
量
は
〃
と
な
る
。

　
な
お
、
図
2
に
は
、
将
来
需
要
ハ
を
現
在
地
価
灼
の
関
数
と
し

て
表
わ
す
手
続
き
が
図
示
し
て
あ
る
。
ま
ず
、
第
一
象
隈
の
直
線

λ
3
に
よ
っ
て
、
あ
る
灼
に
対
す
る
ハ
を
求
め
、
次
に
、
第
二
象

限
に
描
か
れ
て
い
る
将
来
需
要
曲
線
誉
H
卜
（
員
）
（
こ
こ
で
五
は

ω
の
逆
関
数
で
あ
る
）
に
よ
っ
て
対
応
す
る
功
を
求
め
れ
ば
よ
い
。

　
図
ー
と
図
2
を
用
い
れ
ば
、
パ
ラ
メ
ー
タ
の
変
化
等
に
よ
る
均

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
8
）

衡
解
の
変
化
を
容
易
に
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
市
場
利
子
率
が
上
昇
し
た
場
合
に
は
、
図
2
の
直
線
λ
3
が
0

を
中
心
と
し
て
時
計
回
り
に
回
転
す
る
か
ら
、
第
w
象
限
に
あ
る

将
来
需
要
を
示
す
曲
線
が
下
に
シ
フ
ト
す
る
。
図
3
で
は
、
新
し

い
曲
線
が
§
1
－
S
（
阜
）
で
示
さ
れ
て
い
る
。
新
し
い
均
衡
点
は
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　図3　利子率上昇などの効果

　　　　　　　　　　　　　力〇三g（o1〕
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／
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〃
と
な
る
。
こ
の
結
果
、
一
般
に
は
留
保
さ
れ
る
土
地
の
量
が
減

少
し
、
か
つ
地
価
は
低
下
す
る
。

　
た
だ
し
、
価
格
に
対
す
る
影
響
と
土
地
利
用
パ
タ
ン
に
対
す
る

影
響
と
が
ど
の
程
度
生
ず
る
か
は
、
需
要
の
価
格
弾
力
性
に
依
存

す
る
。
い
ま
亙
点
の
近
傍
で
現
時
点
の
宅
地
需
要
が
非
弾
力
的
で

あ
る
も
の
と
し
よ
う
。
こ
の
と
き
に
は
、
利
子
率
の
上
昇
は
地
価

を
低
下
さ
せ
る
の
み
で
、
土
地
利
用
バ
タ
ン
に
は
大
き
な
影
響
を

与
え
な
い
。
逆
に
、
宅
地
需
要
が
弾
カ
的
で
あ
れ
ば
、
価
格
は
ほ

と
ん
ど
変
ら
ず
に
、
土
地
利
用
バ
タ
ン
に
大
き
な
変
化
が
生
ず
る
。

な
お
、
万
点
の
近
傍
で
将
来
時
点
の
宅
地
需
要
が
非
弾
カ
的
な
場

合
に
は
、
図
2
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
図
3
に
お
け
る
将
来
需

要
曲
線
の
シ
フ
ト
が
生
じ
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
地
価
、
土
地
利

用
バ
タ
ン
と
も
に
変
化
し
な
い
こ
と
に
な
る
。

　
農
地
と
し
て
の
収
益
率
ろ
が
低
下
し
た
場
合
に
は
、
図
2
の
直

線
五
万
が
右
に
シ
フ
ト
す
る
。
こ
の
た
め
将
来
需
要
曲
線
は
下
に

シ
フ
ト
し
、
利
子
率
上
昇
の
場
合
と
同
じ
結
果
が
生
ず
る
。

　
社
会
資
本
の
整
備
等
に
よ
っ
て
将
来
時
点
で
の
宅
地
の
収
益
が

上
昇
す
る
と
、
将
来
時
点
の
宅
地
需
要
曲
線
は
上
に
シ
フ
ト
す
る
。

こ
の
結
果
、
そ
う
で
な
い
場
合
に
比
べ
て
留
保
さ
れ
る
土
地
の
量

が
増
大
し
、
地
価
は
（
現
在
、
将
来
両
時
点
に
お
い
て
）
上
昇
す

る
。　
以
上
で
導
出
し
た
市
場
解
を
、
社
会
的
厚
生
の
観
点
か
ら
評
価

し
て
お
こ
う
。
宅
地
需
要
曲
線
は
宅
地
利
用
に
対
す
る
支
払
い
受

容
額
（
三
二
巨
o
q
墓
窃
8
喀
｝
）
を
表
わ
す
も
σ
で
あ
る
か
ら
、

こ
の
曲
線
の
下
の
面
積
が
、
土
地
の
宅
地
利
用
か
ら
得
ら
れ
る
金

額
表
示
の
効
用
（
便
益
）
を
当
該
時
点
で
評
価
し
た
も
の
と
な
っ
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（7）土地課税の経済効果

て
い
る
。
い
ま
、
留
保
さ
れ
る
土
地
の
量
を
D
と
し
、
曲
線
§
H

き
（
皇
）
の
下
の
面
積
を
軌
、
曲
線
誉
1
1
卜
（
貝
）
の
下
の
面
積
を

＆
と
し
よ
う
。
す
る
と
、
土
地
利
用
か
ら
得
ら
れ
る
金
額
表
示
の

総
便
益
の
現
在
値
は
、

　
　
　
　
　
　
　
－

　
　
ミ
”
争
十
－
［
9
＋
｝
b
］

　
　
　
　
　
　
H
＋
、

と
な
る
。
こ
こ
で
ρ
は
、
社
会
的
割
引
率
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、

　
　
号
ト
。
書
一
一
§
一

　
　
　
∴
、
一
一
壬
看
一
一
－
冒
一

　
　
　
1
1
（
H
＋
“
）
P
，
1
｝
b

で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
こ
で
、

千
ト
、
蒼
言
一

は
、
曲
線
§
”
o
（
貝
）
の
下
の
面
横
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
H
＋
｛

　
　
（
N
）
　
ミ
ー
1
9
＋
1
9
，

　
　
　
　
　
　
　
　
H
＋
、

と
な
る
。
仮
に
市
場
利
子
率
が
社
会
的
割
引
率
と
等
し
け
れ
ぱ
、

豚
は
図
ユ
の
斜
線
都
分
の
面
積
と
等
し
く
な
る
。
明
ら
か
に
こ
れ

は
、
市
場
均
衡
点
に
お
い
て
最
大
と
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ

ま
で
の
諸
仮
定
が
満
さ
れ
て
い
る
な
ら
、
市
場
均
衡
解
は
、
金
額

表
示
さ
れ
た
総
便
益
の
現
在
値
を
最
大
に
す
る
と
い
う
意
味
で
、

土
地
利
用
の
最
適
な
時
間
配
分
を
実
現
す
る
こ
と
と
な
る
。

　
い
う
ま
で
も
な
く
、
上
記
の
こ
と
は
、
市
場
均
衡
解
が
常
に
最

適
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
。
例
え
ぱ
、
人
々
の

時
間
選
好
が
近
視
眼
的
で
あ
り
、
そ
の
結
果
、
市
場
利
子
率
が
社

会
的
割
引
率
よ
り
高
い
と
し
よ
う
。
こ
の
と
き
は
、
w
を
一
定
倍

し
て
評
価
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
か
ら
、
市
場
均
衡
解
よ
り
凪
を

大
き
く
し
た
も
の
が
最
適
な
時
間
配
分
と
な
る
。
い
い
か
え
れ
ぱ
、

市
場
均
衡
で
は
、
土
地
利
用
が
現
時
点
に
偏
り
す
ぎ
て
い
る
こ
と

に
な
る
。

　
市
場
均
衡
解
が
最
適
値
と
乖
離
す
る
い
ま
一
つ
の
場
含
は
、
将

来
時
点
の
宅
地
需
要
が
過
大
に
見
穣
ら
れ
て
い
る
ケ
ー
ス
で
あ
る
。

例
え
ぱ
、
将
来
時
点
で
社
会
資
本
が
整
備
さ
れ
て
土
地
の
利
用
価

値
が
上
昇
す
る
も
の
と
期
待
さ
れ
て
い
る
に
も
拘
ら
ず
、
実
際
に

は
そ
う
。
し
た
こ
と
が
生
じ
な
い
も
の
と
し
よ
う
。
こ
の
と
き
は
、

将
来
時
点
の
宅
地
需
要
が
過
大
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
結
果
、
過

大
な
量
の
土
地
が
将
来
に
向
っ
て
留
保
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

　
見
通
し
の
誤
り
に
対
し
て
明
ら
か
に
必
要
と
さ
れ
る
こ
と
は
、

政
府
が
正
し
い
将
来
像
を
人
々
に
示
す
こ
と
で
あ
る
。
市
街
化
区
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域
と
市
衛
化
調
整
区
域
の
設
定
な
ど
は
、
原
理
的
に
は
、
そ
の
よ

う
な
機
能
を
果
し
う
る
政
策
と
し
て
評
価
し
う
る
で
あ
ろ
う
。
し

か
し
、
人
々
は
往
々
に
し
て
政
府
の
計
画
を
信
用
し
な
い
。
■
市
街

化
調
整
区
域
が
い
ず
れ
は
市
街
化
区
域
に
編
入
さ
れ
る
こ
と
を
期

待
し
て
調
整
区
域
の
土
地
を
購
入
す
る
こ
と
な
ど
が
、
こ
れ
を
示

し
て
い
る
。
こ
う
し
た
場
合
に
は
、
課
税
に
よ
っ
て
市
場
メ
カ
ニ

ズ
ム
に
介
入
し
、
土
地
利
用
の
時
間
配
分
を
最
適
な
も
の
と
す
る

必
要
が
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
次
節
で
検
討
す
る
こ
と
と
し

よ
う
。
・

3
　
土
地
課
税
の
効
果

　
本
節
で
は
、
こ
れ
ま
で
提
示
し
た
モ
デ
ル
を
用
い
て
、
土
地
に

対
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
タ
イ
プ
の
課
税
の
効
果
を
分
析
す
る
こ
と
と

す
る
。
　
　
’

　
ω
農
地
の
み
に
対
す
る
固
定
資
産
税

　
最
初
に
、
農
地
の
み
に
対
し
て
税
率
㌔
の
従
価
税
た
る
固
定
資

産
税
が
課
さ
れ
る
場
合
を
考
え
る
。
課
税
に
よ
っ
て
宅
地
需
要
は

影
響
を
受
け
な
い
が
、
土
地
と
他
資
産
と
の
裁
定
条
件
は
、

　
　
（
o
o
）
　
冒
1
1
（
一
十
｛
十
ぎ
）
§
－
｝

と
な
る
。

　
こ
れ
は
、
利
子
率
が
（
｛
十
ξ
）
に
上
昇
し
た
場
合
と
同
じ
効
果

を
も
た
ら
す
。
し
た
が
っ
て
、
図
3
に
示
す
よ
う
に
、
将
来
の
宅

地
需
要
を
表
わ
す
曲
線
が
暮
1
l
q
（
皇
）
か
ら
、
暮
H
S
（
皇
）
へ

と
下
に
シ
フ
ト
す
る
。
そ
の
結
果
、
均
衡
点
は
万
か
ら
〃
に
移
る
。

こ
れ
に
よ
り
、
一
般
に
は
留
保
さ
れ
る
土
地
が
減
少
し
、
か
つ
、

地
価
が
低
下
す
る
（
た
だ
し
、
こ
の
二
つ
の
効
果
の
い
ず
れ
が
強

く
生
ず
る
か
は
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
需
要
の
価
格
弾
力
性

に
依
存
す
る
）
。

　
こ
の
プ
ロ
セ
ス
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
理
解
さ
れ
る
。
税
が
課
さ

れ
る
と
、
土
地
の
持
越
し
費
用
が
増
加
す
る
た
め
、
仮
に
地
価
上

昇
率
に
変
化
が
な
い
と
す
れ
ば
、
資
産
と
し
て
の
土
地
の
収
益
性

（
税
引
後
地
価
上
昇
率
）
は
他
の
資
産
よ
り
不
利
と
な
る
。
し
た

が
っ
て
、
留
保
需
要
が
減
少
す
る
。
こ
れ
は
、
現
時
点
で
の
土
地

需
要
を
へ
ら
し
、
将
来
時
点
で
の
土
地
供
給
を
へ
ら
す
か
ら
、
現

在
の
地
価
は
（
税
の
な
い
と
き
に
比
べ
て
）
低
く
な
り
、
将
来
の

地
価
は
上
昇
す
る
。
か
く
し
て
地
価
上
昇
率
は
高
ま
る
。
こ
の
プ

ロ
セ
ス
は
、
税
引
後
の
地
価
上
昇
率
が
利
子
率
と
等
し
く
な
る
ま

で
続
く
。
均
衡
に
お
い
て
は
、
こ
の
両
者
が
均
等
化
し
、
土
地
と

他
資
産
の
裁
定
関
係
が
成
立
す
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。

　
こ
の
よ
う
に
、
土
地
課
税
は
、
一
般
に
土
地
利
用
に
関
し
て
中
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（9）　土地課税の経済効果

立
的
で
な
い
。
土
地
課
税
が
申
立
的
で
あ
る
と
す
る
リ
カ
ー
ド
ウ

の
結
論
は
、
土
地
の
供
給
関
数
が
非
弾
カ
的
で
あ
る
こ
と
を
前
提

に
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
土
地
の
時
間
的
配
分
を
問
題

と
し
て
お
り
、
各
時
点
で
み
る
な
ら
土
地
供
給
は
必
ら
ず
し
も
非

弾
力
的
で
は
な
い
た
め
、
右
の
よ
う
な
結
論
と
な
る
（
た
だ
し
、

万
点
に
お
い
て
い
ず
れ
か
の
時
点
で
の
需
要
が
非
弾
カ
的
で
あ
れ

ぱ
、
こ
の
場
合
に
お
い
て
も
土
地
課
税
は
中
立
的
と
な
る
）
。

　
さ
て
、
均
衡
点
の
動
き
に
関
す
る
隈
り
、
課
税
の
効
果
は
利
子

率
の
上
昇
と
同
じ
で
あ
る
が
、
利
子
率
上
昇
の
場
合
と
異
な
る
の

は
、
土
地
利
用
の
時
間
配
分
の
最
適
性
で
あ
る
。
す
で
に
み
た
よ

う
に
、
宅
地
利
用
か
ら
得
ら
れ
る
金
額
表
示
の
便
益
は
、
宅
地
需

要
曲
線
の
下
の
面
積
に
よ
り
表
わ
さ
れ
る
。
課
税
が
な
さ
れ
た
場

合
、
個
々
の
農
地
保
有
者
の
立
場
か
ら
は
持
ち
越
し
費
用
が
増
大

す
る
が
、
税
は
何
ら
か
の
形
で
杜
会
に
還
元
さ
れ
る
こ
と
を
考
え

れ
ぱ
、
土
地
利
用
か
ら
得
ら
れ
る
社
会
的
総
便
益
は
、
依
然
と
し

て
税
引
前
の
宅
地
需
要
曲
線
を
用
い
て
ω
式
に
よ
り
表
わ
さ
れ
る
。

し
た
が
っ
て
、
市
場
利
子
率
と
社
会
的
割
引
率
が
等
し
く
、
か
つ

将
来
の
見
通
し
に
誤
り
が
な
い
も
の
と
す
れ
ぱ
、
課
税
に
よ
っ
て

図
3
の
斜
線
部
分
で
表
わ
さ
れ
る
死
荷
重
が
発
生
す
る
こ
と
と
な

る
。
い
う
ま
で
も
な
く
、
こ
の
効
果
の
大
き
さ
も
弾
力
性
に
依
存

し
て
い
る
。
仮
に
需
要
が
完
全
に
非
弾
カ
的
で
あ
れ
ぱ
（
死
荷
重

は
ぜ
口
と
な
り
、
課
税
に
よ
る
資
源
配
分
の
撹
乱
は
生
じ
な
い
。

　
逆
に
、
何
ら
か
の
原
因
で
市
場
均
衡
解
が
社
会
的
最
適
解
と
乖

離
し
て
い
る
場
合
に
は
、
課
税
に
よ
っ
て
最
適
な
資
源
配
分
を
実

現
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
例
え
ぱ
、
将
来
の
宅
地
需
要
が
過
大
に

見
積
ら
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
課
税
に
よ
っ
て
留
保
さ
れ
る
土
地

の
量
を
最
適
な
水
準
ま
で
減
少
さ
せ
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

　
②
宅
地
の
み
に
対
す
る
固
定
資
産
税

　
次
に
、
宅
地
の
み
に
対
し
て
税
率
ら
の
従
価
税
が
課
さ
れ
る
も

の
と
し
よ
う
。
こ
れ
は
、
農
地
お
よ
び
空
地
を
免
税
す
る
固
定
資

産
税
で
あ
る
。
課
税
に
よ
っ
で
資
産
た
る
農
地
と
他
の
資
産
と
の

裁
定
条
件
は
影
響
を
受
け
な
い
が
、
宅
地
需
要
は
影
響
を
受
け
る
。

　
い
っ
た
ん
土
地
を
農
地
か
ら
宅
地
に
転
用
す
る
と
以
降
用
途
が

変
更
で
き
な
い
と
仮
定
さ
れ
て
い
る
の
で
、
宅
地
の
価
値
は
、
農

地
の
価
楮
と
は
独
立
に
、
収
益
の
現
在
価
値
に
よ
り
与
え
ら
れ
る
。

い
ま
、
課
税
前
の
価
値
を
γ
、
課
税
後
の
価
値
を
γ
と
し
よ
う
。

こ
の
差
は
税
額
の
現
在
値
に
等
し
い
か
ら
、

　
　
、
、
＾
、
1
8
ぺ
、
、

と
な
る
。
こ
れ
か
ら
、

　
　
、
、
1
1
｛
ミ
（
軋
十
こ
）
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一橋論叢 第八十八巻 第三号　（10）

と
な
る
。
す
な
わ
ち
、
宅
地
の
価
値
（
支
払
い
受
容
額
）
は
、
課

税
に
よ
り
一
偉
に
軋
る
十
叶
畠
）
倍
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
宅
地

需
要
曲
線
が
｛
あ
ら
ゆ
る
点
で
軋
る
十
ご
）
倍
に
な
る
。
こ
れ
は
、

現
時
点
と
将
来
時
点
に
等
し
く
生
ず
る
。
し
た
が
っ
て
、
均
衡
点

は
垂
直
に
下
方
に
移
動
す
る
。
ず
な
わ
ち
、
均
衡
個
格
は
低
下
す

る
が
、
土
地
利
用
の
時
間
的
配
分
は
不
変
に
と
ど
ま
る
。

　
㈹
一
般
的
固
定
資
産
税

　
す
べ
て
の
土
地
に
対
し
て
均
一
の
税
率
が
適
用
さ
れ
る
一
般
的

固
定
資
産
税
は
、
右
記
の
二
つ
の
税
を
組
合
わ
せ
た
も
の
と
等
し

い
。
こ
の
税
に
よ
り
、
一
般
に
は
留
保
需
要
の
減
少
と
地
価
の
低

下
と
が
生
ず
る
が
、
前
者
は
農
地
に
対
す
る
課
税
の
効
果
で
あ
る
。

　
ω
　
キ
ャ
ビ
タ
ル
・
ゲ
イ
ン
課
税

　
次
に
、
キ
ャ
ビ
タ
ル
・
ゲ
イ
ン
に
対
す
る
課
税
を
考
え
よ
う
。

ま
ず
、
実
現
、
未
実
現
に
か
か
わ
り
な
く
課
税
さ
れ
る
場
合
を
考

え
る
。
税
率
を
㌔
と
す
る
と
、
裁
定
条
件
は
、

　
　
　
　
　
　
　
H

　
　
（
o
）
　
嘗
H
－
［
（
－
十
｛
）
§
1
昌

　
　
　
　
　
　
H
1
8

と
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
図
3
に
示
さ
れ
た
空
地
課
税
の
場
合
と

同
様
に
、
将
来
の
宅
地
需
要
を
示
す
曲
線
が
下
に
シ
フ
ト
し
、
一

般
に
は
留
保
需
要
の
減
少
と
地
価
の
低
下
が
生
ず
る
。
税
率
を
適

切
に
定
め
れ
ぱ
、
既
述
の
農
地
に
対
す
る
固
定
資
産
税
と
全
く
同

一
の
結
果
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
現
実
の
キ
ャ
ビ
タ
ル
・
ゲ
イ
ン
課
税
は
、
実
現
し
た
キ
ャ
ビ
タ

ル
・
ゲ
イ
ン
の
み
を
対
象
と
す
る
譲
渡
益
課
税
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
は
、
完
全
な
キ
ャ
ビ
タ
ル
・
ゲ
イ
ン
課
税
体
系
に
お
い
て
、

売
却
さ
れ
な
い
土
地
に
補
助
金
を
支
出
す
る
の
と
同
一
の
効
果
を

も
た
ら
す
。
し
た
が
っ
て
、
し
ぱ
し
ぱ
指
摘
さ
れ
る
凍
結
効
果
が

生
ず
る
こ
と
と
な
る
。

　
以
上
の
分
析
か
ら
、
次
の
諸
点
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
第
一
に
、

キ
ャ
ビ
タ
ル
・
ゲ
イ
ン
課
税
は
（
凍
結
効
果
が
完
全
に
働
か
な
い

限
り
）
確
か
に
留
保
需
要
を
減
少
さ
せ
る
。
第
二
に
、
上
記
と
同

一
の
結
果
は
、
空
地
に
対
す
る
固
定
資
産
税
（
ま
た
は
一
般
的
な

固
定
資
産
税
）
に
よ
っ
て
も
実
現
で
き
る
。
凍
結
効
果
が
生
じ
な

い
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
こ
の
方
が
確
実
な
効
果
が
期
待
で
き
る
と

い
え
よ
う
。4

　
公
共
投
資
に
よ
る
開
発
利
益
と
課
税

　
土
地
価
値
の
増
加
の
か
な
り
の
部
分
は
一
般
財
源
に
よ
っ
て
賄

わ
れ
る
公
共
投
資
に
よ
る
「
開
発
利
益
」
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
が

地
主
の
み
に
帰
属
す
る
の
は
社
会
的
に
望
ま
し
く
な
く
、
譲
渡
益
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（11）　土地課税の経済効果

課
税
に
よ
っ
て
公
共
主
体
に
吸
収
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
す
る
主

張
が
、
し
ば
し
ば
な
さ
れ
る
。
以
下
で
は
、
こ
の
主
張
に
つ
い
て
、

こ
れ
ま
で
の
分
析
を
用
い
て
検
討
を
加
え
る
こ
と
と
し
た
い
。

　
図
4
に
お
い
て
、
§
1
1
き
（
b
o
）
と
誉
H
q
（
惇
）
と
は
、
公
共

投
資
も
課
税
も
な
い
場
含
の
現
在
と
将
来
の
宅
地
需
要
曲
線
を
示

す
。
こ
こ
で
、
将
来
時
点
で
公
共
投
資
が
な
さ
れ
る
こ
と
が
決
定

さ
れ
た
も
の
と
し
よ
う
。
公
共
投
資
は
、
将
来
の
宅
地
の
利
用
価

値
を
上
昇
さ
せ
る
も
の
と
す
る
と
、
将
来
の
宅
地
需
要
曲
線
は
上

図4　開発利益の帰着

カo二厚！（ハ）

　　　・伽三g（1）
力o二〃Do）

　　　　　　／
　　　　　　■∬／
λ　　　　／　　　　’L’一’L一一一一一一■　　　　4L∠．．．冬．．．．

B　！’lE1工〃

wG

↑
ハ

武

伽

に
シ
7
ト
し
、
さ
1
1
S
（
b
－
）
と
な
る
。

　
　
　
　
■

　
こ
れ
に
よ
っ
て
、
一
般
に
、
均
衡
地
価
は
上
昇
し
、
ま
た
留
保

需
要
は
増
大
す
る
。
こ
れ
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
よ

る
。
す
な
わ
ち
、
将
来
時
点
で
の
需
要
が
増
大
す
る
た
め
、
ま
ず
、

将
来
価
楕
が
上
昇
す
る
。
こ
れ
を
見
越
し
て
現
在
か
ら
将
来
へ
留

保
さ
れ
る
土
地
が
増
大
す
る
ρ
こ
れ
に
よ
っ
て
、
現
在
の
地
価
も

上
昇
す
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
通
じ
て
、
将
来

に
お
け
る
利
用
価
値
の
上
昇
が
現
在
地
価
に
も
反
映
さ
れ
る
こ
と

に
な
る
。
地
価
の
評
価
に
関
し
て
、
し
ぱ
し
ぱ
「
収
益
遠
元
法
」

が
用
い
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
将
来
に
わ
た
る
収
益
（
地
代
）
の
現

在
価
値
に
よ
っ
て
地
価
を
評
価
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
公

共
事
業
等
に
よ
っ
て
将
来
時
点
で
の
収
益
が
増
加
す
る
と
予
測
さ

れ
る
場
合
に
は
、
右
の
よ
う
に
、
そ
の
増
加
分
も
評
価
に
含
め
な

け
れ
は
な
ら
な
い
。
つ
ま
り
、
現
在
の
収
益
の
み
に
よ
っ
て
遠
元

地
価
を
求
め
る
と
過
少
評
価
に
な
る
。

　
こ
こ
で
、
将
来
時
点
に
お
け
る
地
個
の
上
昇
額
は
、
一
搬
に
、

土
地
個
値
の
増
加
額
よ
り
低
い
こ
と
に
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

こ
れ
は
、
前
述
の
よ
う
に
、
将
来
に
向
っ
て
留
保
さ
れ
る
土
地
の

量
が
増
加
す
る
た
め
、
将
来
時
点
で
の
土
地
供
給
量
が
増
加
す
る

か
ら
で
あ
る
。
た
だ
し
、
現
在
時
点
で
の
宅
地
需
要
が
完
全
に
非
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　　　　　　　一橘論叢

表1　開発利益の帰着

第八十八巻 第三号　（12）

農地所有者の収入 宅地使用者の余剰

現在売却分 将来売却分
現在購入分 将来麟入分

の現在値 の現在値

（1）公共投資がな
いとき

〇十θ w ノ十3＋F ∫十K＋〃

（2）公共投資があ
3＋0

刀十F＋θ十z
るとき

λ D＋H＋∫十∫
十〃十w 十K

（3）公共投資があ
り，課税もさ 0＋θ w λ十月十ア
れるとき

H＋1

（2）一（！）

公共投資の効 B一θ 刀十F＋θ 一（月十ア） D＋H＋∫
果 十ム十〃 一〃

（3）一（2）

課税の効果 θ一3
一（E＋F＋θ
十z＋〃） 万十F 一（D＋J＋K）

弾
カ
的
で
あ
る
場
合
に
は
、
こ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
は
働
か
な
い
。
し

た
が
っ
て
、
将
来
時
点
に
お
け
る
地
価
上
昇
額
は
、
利
用
価
値
の

上
昇
額
に
等
し
く
な
る
。
そ
し
て
、
現
在
時
点
の
地
個
は
、
そ
の
一

現
在
値
だ
け
上
昇
す
る
こ
と
に
な
る
。

　
さ
て
、
っ
ぎ
に
、
公
共
事
業
の
利
益
の
分
配
に
っ
い
て
考
察
し

よ
う
。
農
地
所
有
者
の
収
入
お
よ
ぴ
宅
地
使
用
者
の
余
剰
は
、
表

1
の
ω
か
ら
ω
に
変
化
す
る
（
λ
、
B
等
は
、
図
4
の
対
応
部
分

の
面
積
に
よ
っ
て
示
さ
れ
る
収
入
額
お
よ
ぴ
消
費
者
余
剰
の
大
き

さ
を
表
わ
す
）
。
収
入
お
よ
び
余
剰
の
総
和
（
将
来
の
分
に
つ
い

て
は
現
在
価
値
）
は
、
公
共
投
資
に
よ
り
、
（
b
＋
b
＋
串
十
㍉
十
卜
）

だ
け
増
加
す
る
。
こ
れ
が
公
共
投
資
に
よ
る
「
開
発
利
益
」
で
あ

る
。
農
地
所
有
者
の
収
入
（
将
来
の
分
に
つ
い
て
は
現
在
値
）
は
、

公
共
投
資
に
よ
り
（
由
十
虜
十
、
十
卜
十
」
δ
だ
け
増
加
す
る
。
こ

れ
は
、
土
地
の
総
量
に
地
価
上
昇
額
の
現
在
値
を
乗
じ
た
も
の
と

な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
一
般
に
は
右
の
「
開
発
利
益
」

と
一
致
し
な
い
こ
と
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
他
方
、
宅

地
使
用
者
の
余
剰
（
現
在
の
使
用
者
の
余
剰
と
将
来
の
使
用
者
の

余
剰
の
現
在
値
の
和
）
は
、
公
共
投
資
に
，
よ
り
、
（
b
＋
申
十
δ

－
（
b
＋
、
十
」
δ
だ
け
増
加
す
る
。
こ
れ
が
正
に
な
る
か
負
に
な

　
　
　
　
■

る
か
は
、
一
。
般
に
は
分
ら
な
い
。
仮
に
正
に
な
れ
ぱ
、
公
共
投
資
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（13）　土地課税の経済効果

の
利
益
は
宅
地
使
用
者
に
も
及
ぶ
二
と
と
な
る
。

　
た
だ
し
、
宅
地
使
用
者
に
つ
い
て
は
、
現
在
時
点
で
の
購
入
者

と
将
来
時
点
で
の
購
入
者
を
区
別
し
て
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
な

ぜ
な
ら
、
こ
の
二
種
類
の
購
入
者
は
、
一
般
に
は
別
の
人
々
だ
か

ら
で
あ
る
。
表
1
か
ら
直
ち
に
分
る
よ
う
に
、
現
在
時
点
で
の
購

入
者
の
余
剰
は
必
ら
ず
減
少
す
る
。
こ
れ
は
、
現
時
点
で
の
地
価

が
上
昇
す
る
こ
と
の
効
果
（
3
）
と
、
現
時
点
で
の
利
用
量
が
減

少
す
る
こ
と
の
効
果
（
F
）
の
和
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し

て
、
将
来
時
点
で
の
使
用
者
の
余
剰
は
正
と
な
る
可
能
性
が
強
い
。

事
実
、
公
共
投
賢
に
よ
っ
て
将
来
の
需
要
曲
線
が
平
行
移
動
し
て

い
る
場
合
に
は
、
卜
十
㌧
十
串
“
卜
十
㌧
十
肉
十
ミ
で
あ
る
か
ら
、

b
＋
曽
十
、
ー
ミ
ー
－
b
＋
㍉
十
呂
V
o
と
な
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
場
合

に
は
、
公
共
投
資
に
よ
る
開
発
利
益
の
一
都
は
、
将
来
時
点
の
宅

地
需
要
者
に
帰
属
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
前
に
述
べ
た
よ
う
に
、

将
来
時
点
の
地
価
上
昇
額
が
価
値
増
加
額
を
下
回
る
か
ら
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
現
在
時
点
の
宅
地
需
要
者
は
、
地
価
上
昇
の
影

響
だ
け
を
受
け
る
た
め
に
、
余
剰
が
減
じ
小
の
で
あ
る
。

　
以
上
を
ま
と
め
れ
ば
、
公
共
投
資
の
影
響
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に

な
る
。

　
ω
開
発
利
益
（
b
＋
自
十
曽
十
、
十
卜
）
の
う
ち
、
（
b
＋
、
十
s

は
将
来
の
宅
地
需
要
者
に
帰
属
し
、
（
b
＋
卜
）
は
農
地
所
有
者
に

帰
属
す
る
。

　
②
現
在
の
宅
地
需
要
者
か
ら
農
地
所
有
者
に
、
（
■
十
、
）
の
ト

ラ
ン
ス
フ
ァ
ー
が
生
ず
る
。

　
㈲
将
来
の
宅
地
需
要
者
か
ら
農
地
所
有
者
に
〃
だ
け
の
ト
ラ
ン

ス
フ
ァ
ー
が
生
ず
る
。

　
次
に
、
課
税
に
よ
っ
て
こ
れ
が
い
か
に
変
化
す
る
か
を
検
討
し

よ
う
。
以
下
で
は
、
簡
単
化
の
た
め
、
公
共
投
資
に
よ
っ
て
将
来

の
需
要
曲
線
が
平
行
移
動
す
る
場
合
を
考
え
る
。
前
節
で
み
た
よ

う
に
、
空
地
に
対
す
る
固
定
資
産
税
あ
る
い
は
未
実
現
益
も
課
税

す
る
キ
ャ
ピ
タ
ル
・
ゲ
イ
ン
課
税
に
よ
り
、
地
価
上
昇
を
抑
制
し
、

公
共
投
資
の
な
い
場
含
と
同
一
の
均
衡
点
を
実
現
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
こ
う
し
た
課
税
が
な
さ
れ
た
場
合
の
農
地
保
有
者
の
収
入

と
宅
地
使
用
者
の
余
剰
は
、
表
1
の
㈹
に
示
す
と
お
り
と
な
る
。

こ
れ
を
、
課
税
の
な
い
場
合
ω
と
比
較
し
て
み
よ
う
。

　
ま
ず
、
収
入
と
余
剰
の
総
和
は
、
（
㌧
十
内
十
皇
こ
δ
十
（
b
＋
肉
）

だ
け
減
少
す
る
。
こ
こ
で
第
一
項
は
（
曽
十
㌧
十
卜
）
に
等
し
い
か

ら
、
上
式
は
開
発
利
益
に
等
し
い
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
う
ち
税
収

は
第
一
項
分
で
あ
る
か
ら
、
結
局
、
収
入
と
余
剰
の
総
和
は
開
発

利
益
分
だ
け
減
少
す
る
が
、
税
収
と
し
て
は
そ
の
一
部
分
し
か
回
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一橋論叢　第八十八巻　第三号　（ユ4）

　　図5　開発利益の帰属

（完全に非弾カ的な需要の場合）

↑
山→Do

伽

収
で
き
ず
、
（
b
＋
b
）
だ
け
の
死
荷
重
が
発
生
す
る
こ
と
に
な
る
。

す
な
わ
ち
、
課
税
に
よ
っ
て
開
発
利
益
を
完
全
に
回
収
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
。
こ
れ
は
、
課
税
が
最
適
資
源
配
分
を
撹
乱
す
る
と

い
う
前
節
の
緒
論
か
ら
、
当
然
の
結
果
で
あ
る
。

　
こ
れ
を
主
体
別
に
み
る
と
、
ま
ず
農
地
保
有
者
の
収
入
は
、
課

税
に
よ
り
（
邑
十
卜
）
十
（
■
十
弓
十
ミ
）
だ
け
減
少
す
る
。
こ
の
第

一
項
は
開
発
利
益
で
あ
り
、
第
二
項
は
ト
ラ
ン
ス
フ
ァ
ー
で
あ
る
。

次
に
、
宅
地
保
有
者
の
余
剰
は
、
（
b
＋
串
十
㌧
）
－
（
民
十
、
十
」
δ

十
（
ミ
十
肉
－
s
だ
け
減
少
す
る
。
こ
こ
で
焦
十
氏
十
㌧
十
卜
H

ミ
十
、
十
ト
に
注
意
す
れ
ば
、
第
三
項
は
ぜ
口
と
な
る
。
第
一
項

は
開
発
利
益
で
あ
り
、
第
二
項
は
ト
ラ
ン
ス
フ
ァ
ー
に
対
応
し
て

い
る
。
し
た
が
っ
て
、
課
税
に
よ
り
、
各
主
体
に
帰
属
し
て
い
た

開
発
利
益
が
吸
収
さ
れ
（
た
だ
し
、
上
述
の
よ
う
に
全
額
を
税
収

と
し
て
回
収
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
）
、
か
つ
、
ト
ラ
ン
ス
フ
ァ
．

1
分
も
公
共
投
資
の
な
い
と
き
の
状
態
に
戻
る
。

　
以
上
み
た
よ
う
に
、
一
般
に
は
開
発
利
益
は
宅
地
使
用
者
に
も

帰
着
し
て
お
り
、
ま
た
、
課
税
に
よ
っ
て
開
発
利
益
を
完
全
に
回

収
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
本
節
の
冒
頭
で
述
べ
た
通
常
の
見
解

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
9
）

は
、
こ
の
二
点
で
誤
っ
て
い
る
。

　
通
常
の
見
解
が
正
し
い
の
は
、
均
衡
点
の
近
傍
で
現
時
点
の
需

要
が
完
全
に
非
弾
力
的
に
な
っ
て
い
る
場
合
で
あ
る
。
こ
の
と
き

に
は
図
お
よ
び
表
1
に
お
い
て
、
D
、
刀
、
F
、
θ
、
∫
、
X
が

ぜ
口
と
な
る
（
図
5
参
照
）
。
公
共
投
資
に
よ
っ
て
、
農
地
所
有
者

の
収
入
は
（
■
十
卜
十
ミ
）
だ
け
増
加
し
、
宅
地
使
用
者
の
余
剰
は

3
だ
け
減
少
す
る
（
こ
こ
で
、
曽
ー
ミ
に
注
意
）
。
し
た
が
っ
て
、

開
発
利
益
（
曽
十
卜
）
の
全
額
が
農
地
保
有
者
に
帰
着
し
、
そ
の

上
に
3
だ
け
の
ト
ラ
ン
ス
フ
ァ
ー
が
生
じ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

後
者
の
生
ず
る
原
因
は
、
将
来
時
点
で
生
ず
る
土
地
利
用
価
値
の

上
昇
を
、
現
在
の
地
価
が
完
全
に
先
取
り
し
て
し
ま
う
こ
と
に
あ
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（15）　土地課税の経済効果

る
。

　
課
税
を
行
な
う
と
、
農
地
所
有
者
の
、
収
入
は
（
由
十
卜
十
ミ
）
だ

け
減
少
し
、
宅
地
使
用
者
の
余
剰
は
3
だ
け
増
大
す
る
。
ま
た
、

こ
の
と
き
の
税
収
は
、
（
卜
十
」
δ
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
農
地

所
有
者
に
帰
着
し
て
い
た
開
発
利
益
は
税
収
入
と
し
て
完
全
に
回

収
さ
れ
、
か
つ
、
ト
ラ
ン
ス
フ
ァ
ー
相
当
部
分
も
宅
地
使
用
者
に

戻
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

　
上
記
の
場
合
に
は
、
課
税
は
死
荷
重
を
も
た
ら
す
こ
と
な
く
開

発
利
益
の
回
収
（
お
よ
ぴ
ト
ラ
ン
ス
フ
ァ
ー
の
返
還
）
に
成
功
す

る
。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
の
分
析
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
課
税

の
効
果
は
需
要
の
弾
カ
性
に
依
存
し
て
お
り
、
常
に
こ
う
し
た
縞

果
が
も
た
ら
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
特
に
、
需
要
の
弾
力
性
が

大
き
い
と
き
に
は
、
課
税
は
大
き
な
死
荷
重
を
も
た
ら
す
反
面
で
、

「
開
発
利
益
」
の
回
収
機
能
は
殆
ん
ど
有
し
な
い
こ
と
に
注
意
が

必
要
で
あ
る
。

　
（
1
）
　
い
う
ま
で
も
な
く
、
土
地
問
題
に
は
、
こ
の
他
に
も
さ
ま
ざ
ま

　
　
な
側
面
が
あ
る
。
本
稿
で
老
察
す
る
の
は
資
源
配
分
上
の
問
魑
で
あ

　
　
る
が
、
こ
れ
と
は
別
に
、
所
得
分
配
上
の
諸
問
趨
も
璽
要
で
あ
ろ
う
。

　
　
ま
た
、
本
稿
で
は
資
源
配
分
上
の
問
題
の
う
ち
時
間
的
配
分
を
扱
っ

　
　
て
い
る
が
、
こ
の
他
に
、
静
態
的
体
系
内
で
の
空
閲
的
配
分
の
問
題

　
　
も
璽
要
で
あ
る
。

’
｛

（
2
）
　
こ
こ
で
い
う
「
農
地
」
に
は
、
全
く
の
空
地
あ
る
い
は
青
空
駐

　
車
場
な
ど
の
低
度
利
用
者
が
含
ま
れ
る
も
の
と
す
る
。

（
3
）
　
土
地
の
先
行
取
得
（
将
来
時
点
の
宅
地
利
用
者
が
現
時
点
で
土

　
地
を
臓
入
す
る
こ
と
）
は
、
留
保
需
要
に
含
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
、

　
農
地
保
有
者
が
将
来
時
点
で
自
ら
宅
地
化
す
る
場
合
に
は
、
②
式
の

　
両
辺
に
同
一
人
物
が
登
場
す
る
も
の
と
考
え
る
。

（
4
）
　
ま
た
、
将
来
時
点
で
大
量
の
宅
地
需
要
が
発
生
す
る
と
予
測
さ

　
れ
て
い
る
と
き
は
、
そ
れ
に
よ
る
地
価
上
昇
を
め
あ
て
に
現
時
点
で

　
の
留
保
需
要
が
増
大
す
る
。
こ
う
し
た
意
味
で
の
将
来
と
現
在
の
依

　
存
関
係
は
、
こ
の
モ
デ
ル
に
描
写
さ
れ
て
い
る
。

（
5
）
　
農
地
保
有
者
に
と
っ
て
の
い
ま
一
つ
の
選
択
は
現
時
点
で
自
ら

　
宅
地
化
す
る
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
功
に
含
ま
れ
て
い
る
。

（
6
）
　
こ
の
意
味
に
お
い
て
も
、
本
モ
デ
ル
は
部
分
均
衡
モ
デ
ル
と
な

　
っ
て
い
る
。

（
7
）
　
リ
ス
ク
が
存
在
す
る
揚
合
の
問
題
は
、
野
口
（
岩
o
．
H
）
に
お
い

　
て
扱
わ
れ
て
い
る
。

（
8
）
　
こ
こ
で
「
均
衡
解
の
変
化
」
と
は
、
比
較
動
学
の
意
味
で
用
い

　
ら
れ
て
い
る
。

（
9
）
　
公
共
投
資
が
予
測
さ
れ
ず
、
土
地
資
源
の
時
間
的
配
分
が
不
変

　
で
あ
れ
ぱ
、
地
価
は
将
来
時
点
の
み
に
お
い
て
土
地
価
値
の
増
加
分

　
だ
け
上
昇
す
る
か
ら
、
通
常
の
見
解
の
と
お
り
、
開
発
利
益
は
地
主

　
の
み
に
燭
属
す
る
。
ま
た
、
課
税
は
こ
れ
を
完
全
に
吸
収
で
き
る
。

　
し
か
し
、
こ
う
し
た
想
定
は
非
現
実
的
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
開
発
利

　
益
を
地
主
に
帰
属
せ
し
め
な
い
た
め
に
開
発
計
画
を
事
前
に
オ
ー
プ
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ン
に
す
ぺ
き
で
な
い
と
す
る
議
諭
が
あ
る
が
、
こ
う
し
た
こ
と
は
か
．

え
っ
て
望
ま
し
く
な
い
こ
と
が
分
る
。
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